
自転車を通じて成長する
子どもたちの姿に
明るい未来を予感

今回ご登場いただく中村博司氏は、文字通り自転車と共に人生を歩んできた方だ。中学の通学に始まり、大学時代には
ロードレースの全日本チャンピオンに。1972年に島野工業（現:シマノ）に入社し、メカニックとしてツール・ド・フラ
ンスへ参加、営業、宣伝を経て、シマノが開設した自転車博物館サイクルセンターで展示とイベント開催に尽力。1996
年からは事務局長として、自転車の魅力、必要性を発信し続けている。そして自ら、毎日30kmの自転車通勤を欠かさ
ない中村氏だけに話の中身は実にリアル。国内外での自転車に関するさまざまな経験談から課題、未来まで、貴重な
お話をおうかがいすることができた。
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パーキング業界の明日 ❻
『自転車・バイク・自動車駐車場　パーキングプレス』誌発行人・森井 博が聞く特集
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パーキング業界の明日 ❻　対談 自転車博物館サイクルセンター 事務局長 学芸員 中村博司×森井 博

森井 日本にはこちらのような自転
車の博物館が他にもあるんですか？
中村 いえ、ここだけですね。博物館
法という法律がありまして、4つの
要件がそろっていることを文部科学
省が認定した所だけが「博物館」と
して登録されるんです。4つの要件
とは、充実したコレクション―当
館の場合は当然自転車ですね―を
持っていること、展示施設を持って
いること、年間150日以上開館して
いること、そして博物館学芸員がい
ることです。以上の条件を満たして
いる自転車に特化した施設は、この
サイクルセンターだけなんです。
森井 中村さんはこちらに勤務され
るようになってから学芸員資格を取
得されたとうかがいました。
中村 はい。その前から自転車の専
門家ではありましたが、ここに異動
してからは博物館員としても専門家
になろうと思い、資格を取るために

大学の通信教育課程を受けました。
仕事をしながらで3年かかりまし
たね。
森井 プロとしての心意気ですね。
学生時代から自転車競技をやってこ
られて、今の仕事にも当時の経験が
生かされていると思うんですが。
中村 私は中学生の時から通学で本
格的に自転車に乗り始めたんですけ
ど、その頃から、今の仕事だけでな
く、自分の人生全般に対して自転車
が役立っているんですよ。
森井 どのように？
中村 まず自転車で通学するように
なって急に学校の成績がよくなっ
た。ホントですよ（笑）。片道3キロ、
往復6キロぐらい乗ってましたね。
家から学校まで自転車に乗ると体を
動かして血が巡って頭の回転が良
くなる。学校の授業がバチッと頭に
入るし、なおかつ身体を動かすので
しっかり眠れるし。

森井 自転車は車と違い、自分で自立
しなければいけないですよね。平衡
感覚を使うことが1日のスタートと
していいんじゃないでしょうか。そ
もそも人類が自転車に乗り始めたか
らまだ200年ほどなのだから、学校
の成績アップ以外にもいろんな効果
があるかもしれませんね。
中村 車輪を縦に並べるという発想
が凄いと思います。車輪を横に並べ
て馬車として使用していた歴史は古
く、紀元前のローマ帝国とか中国の
始皇帝の時代ですから。それを車輪
を縦に並べて走らせてバランスがと
れるようにしたのは本当に凄い。
森井 私も人間の発明の中では極め
てハイレベルの品だと思います。
中村 もっとも、かつては日本で“自
転車に未来はない”と言われた時代
があったんですけどね。
森井 え、そうだったんですか？
中村 昭和30年～ 35年頃、オートバ
イが出てきまして、自転車は斜陽産
業といわれたんです。シマノも打撃
を受けましたよ。
森井 どのように業績を回復させて
きたのでしょうか。
中村 二代目社長の島野尚三の先見
の明があったればこそだったと思
います。自転車はもう終わるかも
という世の中の雰囲気だけど、じゃ
あ車が発達しているアメリカはど
うなっているんだろうと視察に行っ
た。すると自転車は遊びの道具とし
て生き残っていた。“じゃあアメリ
カに進出しよう！”と即断したそう
です。そして1965年に「Shimano 
American Corporation」をニューヨー
クに設立して部品を販売しました。
日本企業の海外進出はまだ珍しかっ

中学時代、自転車通学を始めたら
学校の成績が上がったんです（笑）
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有名ロードレース大会で実際に使われたロードレー
サーとユニフォームを展示

昭和11年、当時の皇太子殿下に献上された自転車

戦国時代、堺市が鉄砲職人の町だったことを示す貴重な火縄銃

た時代に、アメリカで自分で作って
自分で売ったんですね。その手法を、
日本や他の海外市場でも同じよう
に展開していった。そうすることで
ニーズを先取りして、市場に適合し
たものを提案し、シマノは生き伸び
てくることができたのですね。

森井 そもそもシマノがある堺市は、
何故、日本有数の「自転車のまち」と
して発展したのでしょうか。
中村 その理由は、堺に点在してい
る百舌鳥古墳群が完成した1500年
前ぐらいまで遡らなければなりませ
ん。あのような巨大な建造物を人
間の手足だけでつくることは不可能
で、当然、何らかの道具が必要にな
るのは想像できますよね。その道具
を作るために鉄を加工する職人さん
がこの辺にたくさん住むようになっ
たことが発端だったんです。
森井 なるほど。
中村 そして時代は飛んで戦国時代。
1543年にポルトガルから鉄砲が伝
わりましたね。それはすぐに堺商人
の目にとまった。鉄砲は日本中の戦
国武将が喉から手が出るほど欲しい
武器だった。堺商人が古代からこの
辺に住んでいた職人を使って鉄砲の
大量生産を行ったのです。
森井 その鍛冶職人が継承してきた
技術が、後、堺の自転車部品製作に

つながっていったと。
中村 はい。そして私は今“堺商人か
ら生まれた自転車の文化をもっとき
ちんと堺で定着させないと”と地元
の皆さんに申し上げているんです。
森井 自転車が文化として成立する
には、どのような条件が必要とお考
えですか。
中村 私は、皆が安心して自転車に乗
れる環境がないと文化としての定着
はないと考えています。ですから、
まずは、堺でしっかり自転車の走行
環境を整備していくことがこの街の
使命だと思っています。
森井 では、今日の「さかいコミュニ
ティサイクル」のグランドオープン
イベント（※）は、まさにひとつの成
果になりましたね。
中村 そうですね。形に見えるもの
がやっとできてきたかなという手ご
たえを得ました。これを機にさらに
加速させなければならないと思って
います。
※ 弊誌2010年9月号表紙、およびp32でレポート
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対談が行われた堺市の自転車博物館
サイクルセンター正面入口

欧米から集めたさまざまな種類の
クラシック自転車も観賞できる

森井 私は30年ぐらい前から時々
ヨーロッパへ出かけているのです
が、当初に比べるとヨーロッパは自
転車が走りやすい環境に変わってき
たことを痛感しています。自転車先
進国の多い国々ですら30年もかか
るのだから、日本でもインフラが整
うまでにある程度時間がかかるのは
仕方がないと思うんです。大切なの
は“自転車を主役にした街づくり”
を繰り返し提唱していくこと。私た
ちは、自転車専用道や車道横の専用
レーンなどを作るべきだといろいろ
な場所で提案しているのですが…な
かなかそう簡単にはいきませんね。
中村 日本の役所の縦割り行政の弊
害で迅速な政策実行が難しいという
ことでしょうね。総理大臣が代わっ
ても目に見えた成果が出てこないの
と一緒で、自転車政策も似たような
ものなのかもしれません。

森井 総理大臣といえば、思い出すの
が3年前に現地で視察したフランス
のコミュニティサイクル「ヴェリブ」
です。その頃、コミュニティサイク
ルのようなシステムは日本ではまっ
たく話題になっていませんでした。
ところが日本に帰ってきたら、私と
同郷の元総理大臣の森喜朗氏が同時
期にパリでそれを見ていらっしゃっ
て、あのシステムについて改めてレ
クチャーしてほしいということで私
が呼ばれたんですよ。そこで、ヴェ
リブはこういうシステムで、似たよ
うなコミュニティサイクルは、パリ
だけでなくヨーロッパ全体で既に30
都市ぐらいで展開しているんです、

といった話をさせていただいたんで
す。すると森さんはいたく関心を示
して“すぐ日本でもやるように”と国
交省の幹部に指示されました。政府
として動き出したのはあれが最初で
したね。
中村 私が以前、アムステルダムの郊
外を自転車で走っていて気がついた
のは自転車レーンに自転車だけでな
く、電動カートも走っていたことで
した。なるほどと思いましたね。
森井 というのは？
中村 ご承知のとおり、日本では急速
に高齢化が進んでいます。私も団塊
の世代でもう62歳。あと10年～ 20
年もしたら車の免許証を返納すべき

高齢化社会へ備えるために
自転車専用レーンを電動カートとシェア

パーキング業界の明日 ❻　対談 自転車博物館サイクルセンター 事務局長 学芸員 中村博司×森井 博
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サイクルセンターの取り組みは、地元堺市だけでな
く文部科学大臣からも表彰されている

時期がくる。ま、私は10年～ 20年
後でも自転車に乗り続けてると思い
ますけど、一般の方は移動手段を失
うことになるかもしれません。そこ
で電動カートの世話になる人もいる
と思うのですが、そのための走行空

間は少ないんですよね。
森井 そこで、アムステルダム流に自
転車レーンと共用してはどうかとい
うわけですか。
中村 そうです。自転車専用と決め
つけてしまうと、一般市民の中には
あんなの必要ないって人がいる。な
らばもうちょっと用途を広げて電動
カートも通れるようにするのです。
何も自転車レーンは自転車のための
ものだけじゃない。誰もが迎える高
齢化社会の各人にとっても必要なも
のだと思うんです。
森井 そうなれば利用者の幅が広
がって、ひいては自転車の重要度も
認知していただけそうですね。

中村 私は子どもたちのアイデアに
も期待しています。サイクルセン
ターのイベントで「こんな自転車ほ
しかってん！コンテスト」というの
をやってるんですよ。子どもたちに
21世紀の自転車はどんなのがいい
か、考えてもらうのです。今年のテー
マは“おじいちゃん、おばあちゃん
の立場で考えよう。高齢者が安心し
て乗れる自転車”でした。私は“いず
れキミたちもおじいちゃん、おばあ
ちゃんになります、だからこのコン
テストで考えるのは将来の自分用の
自転車です”とコンテストの趣旨を
説明しました。
森井 いいアイデアが出ましたか？
中村 9月の中旬頃が締め切りですか
らこの号が出る頃には出揃っていま
すね。このコンテストは今年で3回

理想の自転車発案コンテストで
子どもたちの論理的思考力を育む

目で、最初の年のテーマは“親子三
人乗りの安全な自転車”。2回目の
昨年はコミュニティサイクル。誰が
乗っても盗まれない、壊れない、使
いやすい自転車を考えてというもの
でした。
森井 コンテストの目的は何ですか。
中村 子どもの論理的思考力の養成
です。こういう問題がある、その原
因は何だろう、原因を解決するため
の方策は何だろうということを順序
立てて考えていくと問題解決能力が
ついてくる。しかもチームでアイデ
アを持ち寄りながら進めればもっと
効果的なんですね。要はプロジェク
トチームです。シマノを含めて民間
企業では普通に行っていますが、小
学校、中学校の授業ではそれをやっ
てこなかった。そこで、私どものコ

ンテストに採用しました。
森井 過去のコンテストの結果はど
うでしたか？
中村 感心したのが小学校5、6年生
の発表でした。大人の前でも臆せず
堂々としゃべり、しっかり発表がで
きるのです。お恥ずかしいのですが
不覚にも涙を流したことがありまし
た。発表会で子どもが言ったんです。
“来ていただいてありがとうござい
ます。考えることがこんなに楽し
いって初めて知りました”そして“ぜ
ひ成長した私たちの卒業式に来てく
ださい”と招待状を手渡してくれた
んですよ。明るい未来を予感しまし
たね。
森井 そういうコンテストを通して子
どもたちが、いろんな角度からもの
ごとを考えて判断できるようになる、
そのような環境を用意するというの
は素晴らしいことだと思います。
中村 これは大人の使命であり、博物
館としてできることに取り組んでい
ます。
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まいてきてしまうんです。
森井 それでは国益にはつながらな
いですね。
中村 ドイツ人は車、列車、バック
パッキング、いろんなカタチで旅を
楽しんできた。そんな彼らにとって
自転車旅行は最新の旅のスタイルな
んです。そこで政府は自転車道路を
整備して国内を走ってくださいと支
援した。そうすることで自転車旅行
者たちは、国内で食事、宿泊、土産
物も買ってお金を落としてくれるか
らです。また、デンマークのケース
では、自転車道路を整備したら、健
康増進、生活習慣病の予防に効果が
あって、結果、医療費が激減した話
も聞きました。
森井 日本のようにメタボ診断を企
業に義務付けるより、自転車で旅行
してもらった方がよほど健康的です
し、地域活性化にもつながる。その
ような社会に少しでも近づけるよう
に、この博物館から、自転車文化の
さらなる発信をし続けていただきた
いと思います。
中村 分かりました。森井さんのほう
でもお願いしますよ。
森井 もちろんです！ 今日はどうも
ありがとうございました。

“経済政策”として国内に自転車道路を
整備したドイツの施策に学ぶ

課題。ママチャリに乗っている方々
が、スポーツバイクに切り替えてい
ただけるような。
森井 なるほど。
中村 以前、ドイツに行った時、今お
話したプランの発展系を見ました。
いろんな場所で自転車で旅行してい
るご夫婦を見かけたんですね。日本
もああなるといいなと。
森井 夫婦やグループでの単位が多
いですよね、ヨーロッパでは。
中村 大きなカバンをくくりつけて
キャンプしながら夫婦で旅をしてい
るんです。話しかけたら子どもたち
が自転車をプレゼントしてくれたと
いうんですね。
森井 それは素敵な話ですね。
中村 ドイツは経済政策で自転車道
路を作っているのだそうです。とい
うのは、ドイツ人は日本人同様に勤
勉でよく働くんですが、日本人と違
うのは休みをしっかり取ることなん
です。そして思い切り遊ぶんですよ。
かつてドイツ人のバカンスは、ドイ
ツで稼いで、海外のイタリアや北ア
フリカで過ごすというものでした。
要するに国内で得た金を海外でばら

森井 では、最後におうかがいしま
す。ここ数年、日本では自転車がブー
ムといわれていますが、日本唯一の
自転車博物館の事務局長として、ど
う受け止めていらっしゃいますか。
中村 確かに世間では自転車ブーム
と言われていますが、私はブームで
はないと思います。ブームっていう
のは、グーッと上がってしばらくす
るとズーンと下がるもの。でも私は
現在、消費者の皆さんは本当に自転
車を欲しいと思って買っているとい
う手ごたえを感じていますから。
森井 自転車は一過性のブームでは
なく定着したものだと。
中村 はい。日本にもようやく、ヨー
ロッパやアメリカの自転車を使う人
たちのムーブメントが来たと思って
います。自転車を楽しむライフスタ
イルが定着してきたかなと。ただし、
まだ課題もあります。これからは
もっと女性に乗ってもらわないと。
森井 というと？
中村 最近は美容やシェイプアップ
のために若い女性が自転車に乗るよ
うになってきているんですね。それ
をもっと定着させるのがこれからの
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